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2023年 3月期第 2四半期決算説明会 質疑応答要旨 

【日   時】 2022年11月11日（金） 14:00～14:38 

【開 催 方 法】 Zoomウェビナー 

【登 壇 者】  代表取締役社長 宮部佳也 
      執行役員 財務・主計・営業経理担当 桝谷修司 
         財務部長 海野太郎 
 

【今後の見通しについて】 

Q. 通期見通しを上方修正され、全般的に好調と見受けるが、中でもボラティリティの高い食料セグメ
ント、鉄鋼・素材・プラントセグメントにおいても来期以降もこの好業績は続く見通しか。全体的
な見通しイメージを教えてほしい。 

A.  I2Qまではコロナ禍からの回復・需要増や、ロシア・ウクライナ情勢の影響により想定以上に市況
が上昇し特別な環境にあった。また、前期からの持越しの利益も顕現した。インフレ抑制のための
金融引き締めなどによる景気減速懸念や、上期に先行した評価益見合いの実現損も発生するため、
食糧や畜肉などの事業では、今までのような追い風の状況が続くとは思っていない。エネルギー事
業については、ロシア・ウクライナ情勢によるアメリカのエネルギー供給力増大の政策転換もあ
り、鋼管事業も含めて来期も好調を維持すると見ている。 

Q. アメリカの鋼管事業について、今期は好調のようだが更に加速するのか、それとも横ばいのイメー
ジか。 

A． ロシア・ウクライナ情勢により、米国ではエネルギー供給力を増大する方向への政策転換も見られ
たことから、期初見通しを大きく上回る形で進捗しており、１Ｑに続き再度見通しを引き上げた。
今後さらにシェール業界の投資が進む可能性もあるものの、米国労働市場ひっ迫や脱炭素による投
資制約、米国の景気後退懸念などの不透明要因には注視していく必要があると考えている。 

Q. 食料セグメントについて、収益規模は大きくなっているが、実力が付いてきていると捉えて良いの
か？  

A． ボラティリティの高い分野ではあるが、例えば畜産事業などでは供給元を多産地化しており、ビー
フではウルグアイビーフなども取り扱っている。販売先も中国市場などへも拡大を続けており、全
体的にビジネスの器は大きくなっていると考えている。 

Q. モバイル事業について、手数料条件の改定などもあり低調とのことだが、将来的にもこのような大
きな改革・見直しが生じることはあるのか。 

A． １Ｑ時点でモバイル事業の今期見通しは下方修正している。店舗への来店者数は戻りつつあるが、
利益の底上げが必要。政府のデジタル推進化やオンラインショップ化も進んでいるが、店舗そのも
のは消費者と直接かかわる場であり、当社グループにとっては重要な経営資源となっている。今後
は法人向けビジネスを新たな収益の柱として更に力を入れていく。 
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Q. 電子・デバイスセグメントの見通しは上方修正されているが、主に半導体・ＩＣＴ関連が主因とみ
る。兼松エレクトロニクスの期初計画が保守的だったのか、それとも想定より高い成長が続いてい
くのか、実際のところはどうなのか。 

A． 旺盛な半導体需要もあり、好調に推移している。一方で、現状、液晶やメモリーは既に値崩れを起
こしているため懸念材料。また、アメリカによる対中半導体規制について、対中圧力が他の同盟国
にも規制要求が広がっており、半導体市場への影響を注視していく必要がある。事業環境は引き続
きデジタル投資需要が旺盛で、インフラの整備や、今後インフラビジネスが進むとセキュリティビ
ジネスも活発になっていくため、そちらに軸足を移していく。ビジネス自体は総じて成長していく
と思われるが、ＩＴ技術者が慢性的に不足していることは懸念材料。 

Q. ＩＣＴソリューション事業のボトルネックは商品の供給遅れと思われたが、ふたを開けると利益は
出ているという印象。見通しは？  

A． ハードウェアが手に入らない状況は変わらない。兼松エレクトロニクスはマルチソースベンダーと
して様々なメーカー製品を取り扱っているため、納期を調整しながら成長を続けていけるよう尽力
している。な半導体需要もあり、好調に推移している。一方で、現状、液晶やメモリーは既に値崩
れを起こしているため、この点は懸念している。 

【中期ビジョン見直しについて】 

Q. 中期ビジョン目標見直しの背景について。折り返しのタイミングで当期利益目標：250億円→200
億円と 50億円引き下げとなったが、今期見通しで 190億円と既に 200億円に肉薄している。保守
的に見ているのか、背景を教えてほしい。 

A.  目標を引き下げた理由としては、コロナの影響が大きかった。投資による収益拡大を目指していた
が、コロナ前に仕込んでいた大きな案件も流れてしまった。中期ビジョン前半 3年の折り返し時点
で、投資の進捗状況など足元の状況を鑑み目標を見直した。 

【事業投資について】 

Q. 投資について、上期に実行した案件の収益化の見通しについて教えてほしい。 

A. 収益に顕現するのには時間がかかるが、行った投資のシナジーを最大化していきたいと思ってお
り、来期以降から徐々に収益に顕現してくれると思う。 

 


